奥州市立胆沢中学校生徒活動奨励費・生徒活動派遣費について
  生徒活動奨励費・生徒活動派遣費は、会費と市からの補助金を財源に、奥州市立胆沢中学校の体育・文化部の活動及び生徒活動の支援を行なうため、次のように運営される。              

１　生徒活動奨励費・生徒活動派遣費の収入について、次のア～ウを収入とする。    
（１）　会　費（年間4,000円×全校生徒数）                                    
（２）　市からの体育振興補助                                            
（３）　雑収入                                                                 
２　生徒活動奨励費・生徒活動派遣費の内容について                
（１）　生徒活動奨励費の内容                                                          
　　　　部活動等の奨励、充実を図るための必要経費に充当する。                          
　ア　応援旗                                                                 
　　イ　用具の購入                                                            
　　ウ　ユニフオームの購入　           
　　エ　講習会費                                                              
オ　楽器修理費（生徒会会計部活動費で賄えない分）                              
　　カ　その他                                                                 
　　　　＊　上記の事項について、各部からの購入希望を役員会で協議し、状況（必要度･収支の状態）により措置する。             
（２）　生徒活動派遣費の内容                                                        
　　　　 学校代表として参加する各種大会、発表会等の必要経費の全部または一部に充当する。

　　ア　中体連主催大会の参加必要経費(参加料、交通費、宿泊費等)。⇒コーチ１名分を加える(市の補助金対象となっているため)
　　　 ＊1　県大会の宿泊は、会場が当日朝の移動では困難な地域(沿岸部、二戸・岩手地区の
一部)のみ認める。

　　　 ＊2　宿泊費については、中体連または、吹奏楽連盟の協定料金を原則とする。ただし、
参加生徒は１泊につき、４，０００円を受益者負担する。

　　
イ　中文連主催のコンクール、発表会の参加必要経費(参加料、交通費、楽器運搬費等)。
　　ウ　生徒表彰などの際の交通費。

　　エ　各部の団体登録料(登録が大会参加条件になる場合)。⇒陸上の個人を含む(特設陸上部
として考える)
　　オ　その他、上記以外の大会等の補助（参加費・出品料・輸送費など）については、学校と
ＰＴＡ役員（会長・副会長）の話し合いの上で決定する。
（３）その他
　　 ア　上記（1）（2）の事項に該当しない場合でも、必要に応じて学校（校長、副校長、生

徒指導主事、生徒会担当、部担当、会計担当など）とＰＴＡ役員（会長・副会長）
が協議し、補助の対象とすることができる。
　　 イ　その他、何らかの事情が生じた場合の対応についても同様とする。
　　 ウ　各種体育協会主催大会においては、宿泊料・交通費は自己負担を基本とする。
　　 エ　会費による収入について、原則生徒１人につき、4,000円とするが、前年度後期の生徒
　　　　の活動実績・繰越金の金額等から、役員会・総会で承認された場合、増額することが出
　　　　来ることする。

　　
   平成３１年４月２７日に一部改訂
　 令和　６年２月２９日に一部改訂
